
■松村、就活始めたってよ■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 386号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：中村哲さんの後に続け！ 

 

今週のトピックスは、何といっても映画「荒野に希望の灯をともす」です。 

これは、2019 年 12 月アフガニスタンで殺害された、故中村哲さんの足跡をたどるドキュメンタリー映画で、7

月 23日からポレポレ東中野など各地の劇場で順次公開されています。 

詳しくは、公式サイトをご覧ください。 

http://kouya.ndn-news.co.jp/ 

そしてまず、とやかく言わずにこの映画を見て下さい。 

もちろん中村哲という方は半端なく素晴らしい方ですが、もっと大切なことが描かれています。 

それは、世界にこんな場所があり、そこではこんな人々がこんなひどい目に遭っている今現在の現実です。 

そしてなんと、中村さんという一人のおじさんが、その人たちと一緒にこんなにすごいことを成し遂げ、それ

が継承され持続しているということです。 

・ 

ほとんどすべてを省略して言いたいことだけ言うならば、僕は中村さんのようになると決心しました。 

先週は、K 県 M 町の副町長に就任できなかったことで、むしろこのチャレンジを公表してしまいましたが、今

週は「最低でも松村、松村以上の副町長を選ぼう」と題して、副町長の公選に挑みます。 

そしてさらに、ブログにも書いた通り A 県 H 市から頂いた「公募へのお誘い」に早速応募して、「公職の公募」

を自ら体験する道を選びました。 

するとさっそく A県 H 市の人事課から 1次審査通過と、2次審査に向けての提案書提出を 9/22〆切で求められ

たので、一気に書き上げて 9/10に提出済みです。 

ちなみに、企画書のタイトルは「(仮称)Ｈ共和国プロジェクト」。 

僕の目指す中村さんは、「日本で国づくりに命を懸けた男」という感じかな。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：松村、就活始めたってよ 

 

ひょんなきっかけから、就職活動を始めてしまった。 

実は、現在に至るまで僕はまともに就活をしたことがない。 

そもそも、小 6 の時に父が仲人さんから麻布中学を進められたせいで、いきなり私立受験を命じられ、高 3 に

なると父から「日大の建築学科に話を付けてある」などと言われたので、この呪縛から逃れる一心で大学受験

は東大しかしていない。 

大学の同級生はほとんどが大学院を受験したが、僕はこれ以上学校に行きたくなかったので、槇文彦先生に

「東大生のいない忙しい事務所を紹介してください」とお願いし、地獄のように忙しい設計事務所に入れても

らった。 

・ 

だが、4 年程務めるうちに建築家を目指して仲間たちとしのぎを削るより、むしろ施工者になってみんなと一緒

に仕事をしたくなり、結局一番行きたくなかった父の建設会社にコネ入社した。 

ところが、42 才の厄年でこの会社が倒産し、やってることはほとんど変わらないのに代表取締役からただの松

村さんに早変わり。 

それからというものは、株式会社を 4 つ、NPO と一般社団法人を一つずつ設立し、自分で自分に給与を支払っ

てきた。 

もちろん仕事をとったり参加する時には必ず「プロフィール」を求められたが、いわゆる「履歴書」というも

のを書いた記憶がない。 

そんな中、先日 A県H市企画部長の Yさんから、こんなメールが届いた。 

・ 

国の地域活性化伝道師の情報を拝見し、メールをさせていただきました。 

A 県 H 市では、中心市街地の活性化が長年の課題となっておりましたが、この度、市長が民間の方の知恵を活

かしてチャレンジしていこうという方針を打ち出したことから、今回の募集に至ったものです。 

すでに募集は開始しており、何人かから応募もいただいているところですが、松村様におかれましても地域活

性化伝道師としての知見をもってぜひお力添えを検討いただけないかと思い、メールさせていただきました。 

 

・・これに対する僕の返信・・ 

Yさん、この度はご連絡いただき、誠にありがとうございます。 

さて、お誘いの件ですが、私の得意というか、やりたい分野ではございません。 

私は、地域社会が担い手不在により衰退し滅亡していくことを問題視していて、地域の存続や発展を目指し助

け合うコミュニティの生成に取り組んでおります。（拙著：地主の学校 参照） 

もちろん H 市の取組の根底には、上記の課題意識が無いはずはありませんが、議会やマスコミが、目に見える

成果を求めるあまり、土地建物を所有する当事者たちまでが、目先の成功を求めビジョンを見失っています。 

とはいえ、せっかくのお誘いですので、自分のやりたいことを盛り込んで応募させていただきます。 

どうぞ厳しくご審査ください。 

末尾ながら、K市長様にも、よろしくお伝えくださいませ。 

 

・・これに対する Yさんからの返信・・ 

この度はご応募ありがとうございます。 



地域活性化伝道師には、大変多くの方が登録されており、その中から松村様にご案内を差し上げたのは、松村

様の地域活性化伝道師のプロフィールシートを拝見したのがきっかけです。 

本市の中心市街地では、区画整理を行ったにもかからず、駐車場や空き地などの低利用地が目立っています。

（〇〇駅の東側地域が中心市街地ですので、Google Street Viewでご覧いただくとわかると思います。） 

土地所有者があまりに"守り"に入りすぎていると感じています。 

松村様のプロフィールシートに「土地所有者が担わなければ地域社会は成立しません。」とあり、土地所有者を

その気にさせるきっかけから活性化が図れるのではないかと思ったからです。 

選考委員は、市長はじめ民間の方も入りますので、採用されるかどうかはお約束できませんが、まずはご応募

いただきありがとうございました。 

・ 

ちなみに、この公募は「エン・ジャパン」という求人サイトのプロジェクトとして運営されている。 

そこで早速求人サイトからエントリーしていたら、結局まんまと求人サイトに登録することになっちゃった。 

さてその後、このサイトから怪しいメールが届き始めたことを付け加えておく。 

65才のおじさんでも、応募可能な求人情報が、毎日送られてくるという訳だ。 

最初にも述べたとおり、僕は就活というものをやったことが無いので、このメールを見るのがちょっとした楽

しみになった。 

もちろん応募したところで、そう簡単に受かるはずもないだろう。 

だが、昨日来たのは・・・ 

【I県、公立 10校で校長公募。着任先は 8校の中高一貫校と、初の「IT」「科学」専門高校。】 

・・・とのことだ。 

さあどうする・・・もちろん後先何も考えず、さっさとエントリー完了だ。 

65才おじさんの、就活珍道中は、一体どうなることだろう。 

 

https://nanoni.co.jp/20220908/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：一般参加不可、下記以外はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）09/13 なのに（自宅）作業日 

会議〇：20-21時 LR定例営会議（zoom） 

（水）09/14 なのに（自宅）作業日 

（木）09/15 なのに（各所）作業日 

 会議×：10-12時 HFA定例会（恵比寿） 

交流◎：13-18時 笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

 交流〇：18-20時 笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

会議〇：20-21時 一宮庵クラブ運営会議（成城） 

（金）09/16 なのに（自宅）作業日 

（土）09/17 なのに（世田谷）作業日 

交流◎：09-15時 よろず相談会（笑恵館） 



（日）09/18 いづみ（横浜）作業日 

交流◎：09-17時 いづみ PJTオープンデイ（反町） 

会議×：10-12時 RYUSEN PJT（zoom） 

交流◎：12-14時 いづみ PJT説明会（反町） 

（月）09/19 なのに（自宅）休業日 

会議○：22-23時 八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

 

■定例の予定 

月曜・毎週 22-23時 ○八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

火曜・第１ 08-09時 ×AR子ども書籍MTG（zoom） 

第 2,4 20-21時 〇LR定例営会議（zoom） 

水曜・第 1 10-12時 〇OforW経営運営会議（zoom） 

木曜・第２ 15-16時 ×かなこ PJT（zoom） 

 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第３ 13-18時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４ 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

金曜・第１ 08-09時 〇地主の学校ゼミ（zoom） 

土曜・毎週 09-17時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第２ 12-14時 ×RYUSEN PJT（zoom） 

日曜・毎週 09-17時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

第１ 10-11時 ×100smile会議（zoom） 

第４ 10-14時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

10/11 講義×：14-17時 早稲田大学出張講座（笑恵館） 

10/15 交流〇：17-20時 八島花文化財団お披露目会（京島） 

11/22-24 出張×：堺-有田-冷水視察（大阪・和歌山） 

12/01-06 旅行×：結婚 40周年（モルディブ） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 



5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅：株式会社なのに（取締役・平社員） 

〒226-0016神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

 

職場：一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

特手非営利活動法人HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://localrepublic.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


